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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書
HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

派遣プログラム 
Name of Program 

HUSA 

留学先大学 
Host University 

ユヴァスキュラ大学 （国名/Country：フィンランド ）

所属学部・学科等名 
School/Graduate School at Host  

教育学部 

在籍身分 
Status at Host University 

交換留学生 
(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 
Period of Program 

2019年8月16日 〜 2019 年 12 月 31 日 

１．留学するまで / Preparation for the Program 
留学への志望動機・ 
派遣先大学を希望した理由 
Purpose of Study / Reason of 
Host Choice  

・フィンランドの文化や国民の価値観を学び、日本と比較すること 
・英語力の向上 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 
Commencement of Preparation 
for Application 

応募する2 ヶ月程度前から本格的に本やインターネットで資料を集めた。 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 
Preparation Completed Prior to 
Study Abroad 

春頃からResidence Permit の取得を行った。パスポートを既に取得していれば、恐ら

くこれが最も重要な作業だと思う。5 月の始めから書類等を揃え始め、5 月 23 日に

EnterFinland というサイトから申請を行った。その後 6 月 14 日に大使館を訪れ、一

週間後に居住許可が下りた。大使館は申請後しか予約出来ない上に5 月6 月は埋まっ

ていることも多く、カードが届くまで更に時間がかかるため、遅くとも6 月中には許

可が降りるように早めに行動した方が良い。 

2．渡航について / Visa and Flight Information
ビザについて 
Visa 

ビザの種類 / Visa Type：Residence Permit 

ビザ申請先 / Location of Visa Application：フィンランド大使館（東京） 

提出書類 / Required Documents：沢山あるので、準備は早めに 

手続きに要した日数 / Duration of Visa Application Process：1 ヶ月半程度 

その他必要な事前手続き 
Other Required Procedures 

パスポート取得等 

出国年月日/ Date of Departure 2019 年 8 月 15 日 

経路（往路）/ Route (Outward) ヘルシンキ・ヴァンター空港への直行便（Finnair） 
VR（長距離電車） 

現地での出迎え 
Pick-up Service 

有（学生チューター） 

到着後オリエンテーションの有

無・期間・内容 
Orientation, Period, Contents 

□有/Yes 有の場合 期間/Period：9 月 3-4 日 
(If Yes)   内容/ Indicate Content Covered during Orientation 

授業や生活に関するレクチャー・図書館の使い方等
□無/No

帰国年月日 / Date of Return 2020 年 1 月 2 日 
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経路（復路） / Route (Return) VR（長距離電車） 
成田空港への直行便（JAL） 

 

3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 / Expenses 

総額 
Total Amount 

720000 円/yen 

内訳 
Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 150000 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 35000 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 0 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 50000 円/yen 
教材費（授業料以外の学費） 
/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  

30000 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee 150000 円/yen 

光熱費 / Utility Cost 0 円/yen 

食費 / Meal Cost 150000 円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone 0 円/yen 

交通費（宿舎－大学間） 
/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 

5000 円/yen 

交際費 / Social Expenses 150000 円/yen 

その他 / Others（      費）

（      費） 
（      費） 

 
 
 

円/yen 
円/yen 
円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 
Study Hours, Course Style) 

XENX040 Intensive Summer Course in Academic English 
夏休みに開かれたサマーコース。英語のコースは2 種類あり、こちらはCEFR 
A2-B2 程度のレベルの学生が 20 人程度参加していた（日本人・韓国人で半

分くらい、後は東西ヨーロッパの英語力がそこまで高くない学生が来てい

た）。ベーシックなコミュニケーションが中心の内容だったので、英語力に

あまり自信がなくてもオススメ出来る。もう一つの方は課題もかなり多く、

よりアカデミックな内容が中心だった。ここで仲良くなった留学生とは留学

期間中よく遊ぶことも多かったので、関係を築くという点でも予定がなけれ

ばいずれかのサマーコースには絶対に行った方が良い。 
 
XEN0028 Big and Small Talk about Finland 
少人数の班に分かれ、それぞれの班が学んだ内容を発表するという内容。20
人程度が出席していた。英語での授業だが、英語系の授業の単位が必要なフ

ィンランド人も参加しているため、各グループに 1 人はフィンランド人がい

たと思う。英語でフィンランドの文化を学ぶ授業はあまり多くないので、文

化系に興味があるならぜひ受講した方が良い。 
 
XENX034 Intermediate Academic Writing Course 
B2-C1 レベルの英語のライティングの授業。課題が 3 つあり、最後は 5000 
words の Critical Review を書く。授業は参加型で、書かれた文章を見てどこ

を改善することが出来るかを話し合ったりした。大学院生も普通に取ってい
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るような授業だったため、アカデミック・ライティングを深く学ぶことが出

来る。出したレポートに対する講師からの評価もかなりクリティカルなの

で、厳しいながらもライティングの実力をつけたい人は取った方が良い。 
 
MCE0210 Education in Finland 
フィンランドの教育のベーシックな部分を学ぶ授業。これだけは一般的な講

義形式の授業だった。最後はグループを作って学んだ内容をまとめるレポー

トやスライド（班によって好きに選べる）を作成する。フィンランドの教育

の要点をつかめるので、教育関係を学びたい場合は登録だけでもしておくと

スライドが手に入って良いかもしれない（単位が必要であればレポートを出

せば良い） 
単位互換希望の有無 / Credit Transfer 
from Host to Home University 

有/Yes 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 
Advice for Class and Study (Before and 
During Study Abroad) 

国際共創学科は互換用の単位が用意されているので、単位取得に難しさはな

かった。単位を考えなければ、日本での履修は特に気にする必要はないと思

う。英語はどちらにせよ大学のコミュニケーションの授業だけでは必要な語

学力には達しないため、自分の好きなやり方で勉強すると良い。 

日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 
Challenges Faced in Classes Different 
from Japan (Teaching Style, 
Relationship with Professors/Lecturers) 

授業は基本的に少人数かつ双方向で行われる。一般的な日本の授業に比べる

と学生からの質問や意見も活発に出てくるので、怖気づかずに気になったこ

とや疑問に思ったことはすぐに聞くと良い。少し変なことを言っても、周り

は特に気にしてない（アジア人の語学力が低いということもわかっているの

で）。 

 

5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

 



(Page 4) 



(Page 5) 

 

 

ンドハンド系の店で全て安く揃えられるので、気にならなければわざわざ日本から持っていかなくても良いと思う。唯一

ラップランド（フィンランド北部）方面に行くときは、マイナス20 度程度を覚悟しなければならないので、事前の準備は

ある程度必要。日本からホッカイロを持参するのはとてもオススメ（あったら嬉しいなと常に思っていた）。 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 
/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 
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Pre-arrangement by yourself 
for your future job hunting, 
acquisition of credits of 
required courses and 
practicum, etc. 
 
 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等  
/ Useful Books and Website for Study and Life Abroad 

書籍，サイト名  
Name of Book or Website 

詳細（出版社，URL 等） 
Details (Publisher, URL etc.) 

コメント 
Comments 

  留学を経験した学生に話を聞くのが最も良いと思う。 
  HUSA で来ている学生に話を聞いても良い。 

   

8．後輩へのメッセージ / Message for Outgoing Students who Desire to Study Abroad 

実際行ってみたら何とかなります。事前に調べたことと現地で見ることが違うという場合も多いので、行ってみて分

からないことを逐一調べていくのが良いかもしれないですね。気になるようであれば、留学を経験した学生や、HUSA
でユヴァスキュラから来ているが学生に事前に学内で会ってみて下さい。 
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSA ホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，国際交流グループにて削除等させていただきますので予

めご了承ください。/ This report and its contents will be uploaded on website of the HUSA and Hiroshima University, browsed 
at the office and used for information regarding study abroad at Hiroshima University in order to provide information to 
students who desire to study abroad. (Student name and student number are not published). If the report and its contents are 
included inadequate contents to be published, it would be deleted or amended it by International Exchange Group. 

 

 
 
 
 
 

9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

 
具体的な留学での経験は上記で既に網羅していると思うので、個人的な留学自体に対する所感を述べておきます。

僕は留学が必須の学科に属していたため、留学をしないという選択肢はありませんでした。それに対して、入学後に

大きな抵抗を感じたのは事実です。たかだか半年留学しても学業面で全く意味はないのではないか、勉強するという

点では日本に残っていた方がより専門的に出来るのではないだろうか、という考えは留学前に常にありました。そし

て学業の部分だけにフォーカスするのであれば、留学後の今も同じように考えています。とりわけ僕は具体的に詳し

く学びたい分野があったわけではなかったので、余計にそう感じるのかもしれません。もし既に自分がやりたいこと

が決まっていて、留学に行く必要がないと心底思うのであれば、留学なんていうものはしなくても良いです。 
一方で、大学生という立場上、既に自分の短期的・長期的な目標が決まっている学生は、そこまで多くないのでは

ないかとも同時に考えています。それは僕も同じでした。そういった学生に対しては、（興味があるのであれば）留

学にチャレンジすることをぜひオススメします。その理由は色々とありますが、どれも最終的には「今までとは全く

違った環境に無理やり自分自身を置ける」という点に繋がるように思います。少なくとも僕にとってはフィンランド

に行き、半年間そこで留学生として生活したという経験自体に大きな価値がありました。 
海外で生活するということは即ち、今までの自分が経験してきた常識や価値観とは全く違ったところで生活すると

いうことに他なりません。そしてその経験は、自分が「当たり前」と思っていた考えが、実際は全く当たり前ではな

いのだという発見をもたらしてくれるものです。一見するとそれはそうだろうと思うかもしれませんが、これは恐ら

く言葉で簡単に言うことはできても、「感覚」の部分は実際に身を持って体験した人だけにしか分からないでしょう。

そういった感覚を得るための一つの方法が、HUSA を使った海外留学だと思います。 
そして実際に留学で得られた新しい「感覚」は、恐らくその後の人生考える大きな一因となるでしょうし、一生忘

れることのない大切な思い出にもなるはずです。そういった経験を得たい人は、フィンランドに限らず、ぜひ一度は

留学に行ってみることをオススメします。 
 




